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令和３年６月 

第４回清水町議会定例会一般質問事項 
 

質 問 者 
質 問 事 項 

議 席 氏 名 

６ 佐 藤 幸 一 

 

 

１ 新型コロナウイルス感染症に係る飲食店の休業要

請等に伴う支援について 

 

国は５月１６日から北海道に緊急事態宣言を発令し、北海道は

措置区域の飲食店の営業時間短縮を求め、一定の基準に基づき支

援金を支給するとしている。 

しかし、この程度の支援金では営業の継続が難しく、各店舗は

悲鳴をあげているのが現状である。 

町として独自の支援措置を講じ、飲食店を支援する必要がある

と思うが、町長の考えを伺う。 

 

 

２ しみず温泉看板の撤去について 

 
町は不法看板を撤去するとしてから半年が経過したが、未だに

放置されたままである。もっとスピード感をもって取り組んでい

ただきたい。 

現在の取り組み状況について伺う。 
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質 問 者 
質 問 事 項 

議 席 氏 名 

５ 鈴 木 孝 寿 １ 新型コロナウイルスにおける本町の経済影響の分

析と対応について 

 

新型コロナウイルスの感染は、町内の経済にどのような影響が

あるのか。休業する事業者、時短をする事業者をはじめ、様々な

個人・法人事業者が減収や減益を受け、さらに廃業する事業者も

散見されている現状において、およそ１年半を迎える中で、その

分析状況と今後の対応する施策について伺う。 

 

 

２ ハラスメントゼロに向けた取り組みについて 

 

 ハラスメントはあってはならないことであり、正しいモラル構

築なくしてゼロには成り得ない。特に町長をはじめとした管理職

の幅広い見識・常識の日々の醸成が必要と考える。その上でハラ

スメントゼロに向けた具体的な取り組みについて伺う。 

 

 

３ 愛町購買の取り組みについて 

 

町内事業者の育成に向けて、現状において物品購入の場合、直

接町外業者に発注する案件も少なくない。愛町購買を掲げる上で

今後、購入や入札に際し町内事業者への機会の創出等による愛町

購買に際しての取り組み、また考え方について伺う。 
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質 問 者 
質 問 事 項 

議 席 氏 名 

３ 山 下 清 美 １ 歩道・空き地管理について 

 

清水・御影の市街地中心部では空き店舗や空き地が目立つよう

になってきた。空き店舗等の前の歩道は隣近所で協力しながら草

取り等を行っているが、手が回らない地域もあり、特に駅前通り

のインターロッキングの歩道で管理されていないところが見受け

られる。 

町外から来客が訪れた際に迎える玄関口である本通の歩道をき

れいに管理する方法を検討してはどうか。 

また、中心市街地の空き地で草が伸びているところが目立つ土

地もある。町としても地権者に働きかけをしているが、火災等の

心配もあるので更なる対策を考えてはどうか。 

 

 

２ 体育館建設事業について 
 

体育館建設事業については、３月定例会で「安全性に配慮した

施設面積の確保、健康指向と防災機能、単なるスポーツ活動の場

にとどまらない施設、各種の分野で、庁内議論を進めていくとと

もに、町民検討会議での御意見、利用団体からの要望や事業費コ

ストに留意し、町長部局と協議の上、建設事業を進めていく」と

の答弁であった。 

その後、３か月程経過したが、以下の点について伺う。 

 

（１）  新体育館等建設庁内検討会議での検討状況、具体的に

決定している部分はあるのか伺う。 

 

（２）  このような大規模事業は、町の将来を見据えて、これ

からの町政を担う若い世代の職員の意見を取り入れる

べきではないか。 

 

（３） カーボンニュートラルに配慮した構造を検討項目に加

える必要があると思うが、町の考えを伺う。 
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質 問 者 
質 問 事 項 

議 席 氏 名 

８ 口 田 邦 男 １ 第６期総合計画と今後の取り組みについて 

 

どんな事業を計画しても、コロナが終息しなければ何もできな

い現実の中、一日も早く収まることを願っている。そうした中、

町の将来については、今年度スタートした第６期総合計画に基づ

いた方向で町づくりが行われるのではないかと思われる。 

前期５年の町づくり、事業について一部の項目について町長の

考えを伺う。 
 

（１） 農業の方向性 

農業経営規模の拡大化、大規模法人の進出など、本町の農業

の経営形態の将来をどう考えているか。 

 

（２） 環境問題 

特に家畜ふん尿による問題は、バイオガスプラントによる解

決を行っているが、現在の普及率と今後の目標は。 

 

（３）本町の商工業の形態と現状 

工業の現状と将来の見通しをどう認識しているか。 

商店は特にコロナの影響で、町内の消費購買が悪化し厳しい

状況下にある。消費拡大推進のため行ったプレミアム商品券発

行の効果と今後は。 

 

（４）町民の健康問題 

健康の基本は検診であり、常に自己の体調を知っておくこと

から始まる。 

町民の特定健診率が上がっていないようだが要因は。 

 

（５）本町における観光事業 

観光振興事業について、今後具体的にどのようなことを考え

ているのか。 

また、情報発信拠点整備事業と、道の駅との関係について伺

う。 
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質 問 者 
質 問 事 項 

議 席 氏 名 

  （６）移住・定住問題 

移住・定住を促進する上で住宅供給が必要である。町内に空

き地が点在しているが、町で買上げ造成し分譲してはどうか。 

また、空き地の状況と、現状の対応について伺う。 

 

（７）清水公園整備の進捗状況 

現在の清水公園のリニューアルと体育館移設に伴う跡地整

備について考えを伺う。 
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質 問 者 
質 問 事 項 

議 席 氏 名 

４ 中河つる子 １ 安心して老後を送るため、町で行っているサービス

を積極的に住民に知らせてほしい 

 

私たち高齢者は、毎日元気に普通の生活をしようと努力しても、

体のあちこちが衰えてきて、病院や買い物などの生活が少しずつ

困難になってくる。 

 その時、町の福祉サービスの利用について「清水町暮らしガイ

ド」を見たり「買い物 GO」「買い物・銀行バス」のチラシを参考

にするが、「暮らしガイド」やチラシの文章には、「介護認定を受

けると利用できる人」「おおむね65歳以上」の文字が並んでいて、

この文章では、介護認定を受けていない人は、自分は該当しない

と諦めてしまう。具体的な困りごとを各係へ相談すると、大抵の

ことは「こういう方法があります」と答えが返ってくる。 

 その中には「暮らしガイド」やチラシに載っていない内容もあ

り、それを困っている人たちにお知らせすると、解決の方向に向

かう。そこで、安心して老後を送るため、町で行っているサービ

スを積極的に住民に知らせるため、以下の点について考えを伺う。 

 

（１）  折角ある住民サービスを住民に分かりやすく知らせる

努力をしてほしい。 

 

（２）  「困った時はいつでも相談してほしい」と門戸を開いて

ほしい。 

 

（３）  老人クラブ、サロン、町内会などに出向きサービスの内

容を話してほしい。 
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質 問 者 
質 問 事 項 

議 席 氏 名 

２ 川 上  均 １ 新型コロナ禍に対する今後の各種対応策について 

 

新型コロナ発生から１年半が経過し、町内でも緊急事態宣言延

長や感染対策をはじめとして様々な影響が出ている。これら諸課

題に対する今後の取り組みについて町長の考えを伺う。 

 

（１）  事業者にとり５月以降は消費税をはじめ、町道民税等、

各種納税時期で更なる経営圧迫の要因となっている。これ

ら納税の減免・猶予措置も含めた追加措置について伺う。 

 

（２）  飲食店では事業を継続する運転資金の確保が急務と言

われている。即現金収入に繋がる方法として、町主体とな

り商工会、飲食店組合と積極的にタイアップして「未来チ

ケット」の取り組みができないか伺う。 

 

（３）  変異株は従来株と違い、子どもたちにも感染が急拡大し

ている。保護者の安心・安全のためにも、保育所職員をは

じめ、小中学校教職員の定期的な町独自のＰＣＲ検査の積

極的実施ができないか伺う。 

 

（４）  ワクチンの接種予約が繋がらなく混乱を来している。今

後、64歳以下の接種予約の混乱を避けるためにも、先着順

ではなく割当制や抽選制等、予約方法の改善ができないか

伺う。 
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質 問 者 
質 問 事 項 

議 席 氏 名 

  ２ ヤングケアラーの実態と今後の課題について 

 

家族の世話や介護などに追われる「ヤングケアラー」と呼ばれ

る子どもたちの割合が、中学生のおよそ17人に1人に上ることが

国の実態調査で明らかになった。 

年齢や成長度合いに見合わない加重負担によって心身が疲労

し、学業や進路に影響するケースも見られるという。これらの実

態と今後の課題について、考えを伺う。 

 

 

３ 保育所給食委託の改善状況と課題について 

 

保育所給食委託による地産地消の改善状況と、今後の課題につ

いて町長の考えを伺う。 

 


